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世
代
を
超
え
た

つ
な
が
り

主
事

佐
治
正
一

旧
中
山
道
を
彦
根
に
向
か
う
芹
川
の
手
前
、

旭
森
公
園
に
一
つ
の
石
碑
が
あ
る
。
大
正
14

年
に
建
て
ら
れ
た
身
の
丈
ほ
ど
も
あ
る
そ
の

石
碑
に
は
、
江
州
音
頭
元
祖
の
一
人
「
櫻
川

壽
賀
元
」
の
名
が
刻
ま
れ
、
横
に
並
ん
で

「
天
理
教
湖
東
大
教
会
長
佐
治
正
嗣
書
」
と

私
の
祖
父
の
名
も
刻
ま
れ
て
い
る
。
三
年
前

初
め
て
そ
れ
を
見
た
時
、
そ
の
場
に
同
道
し

て
く
だ
さ
っ
た
真
鍮
家
三
代
目
家
元
（
以
下

し
ん
ち
ゅ
う
や

師
匠
と
表
記
）
に
、
私
は
思
わ
ず
、
「
私
た

ち
前
生
で
も
一
緒
に
い
た
気
が
し
ま
せ
ん
か
」

と
言
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
日
か
ら

私
は
真
鍮
家
の
弟
子
と
な
り
、
師
匠
と
の
お

付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
。

そ
も
そ
も
石
碑
の
存
在
は
以
前
か
ら
聞
い

て
は
い
た
が
、
見
に
行
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
へ
、
師
匠
と
は
面
識
も
な
か
っ
た

私
に
、
師
匠
の
方
か
ら
、
写
真
を
添
え
て
人

伝
て
に
石
碑
の
由
来
を
尋
ね
て
こ
ら
れ
た
の

だ
。
と
こ
ろ
が
大
教
会
で
は
石
碑
の
詳
細
を

知
る
人
は
お
ら
ず
、
関
係
資
料
も
な
か
っ
た
。

と
は
い
え
、
た
だ
「
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
答

え
る
の
も
無
責
任
だ
し
、
そ
れ
に
私
自
身
も

以
前
か
ら
江
州
音
頭
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た

の
で
、
せ
っ
か
く
の
機
会
を
逃
す
ま
い
と
、

師
匠
に
「
一
緒
に
石
碑
を
見
に
行
っ
て
欲
し

い
」
と
逆
に
お
願
い
し
、
そ
れ
が
叶
っ
た
の

だ
っ
た
。

当
日
、
石
碑
を
前
に
し
て
、
私
の
頭
に
は

様
々
な
こ
と
が
過
ぎ
っ
た
。
時
代
を
遡
る
と

よ

私
の
曽
祖
父
、
湖
東
初
代
は
若
い
頃
、
盆
踊

り
で
音
頭
取
り
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

姿
に
惚
れ
た
女
性
が
曽
祖
母
だ
っ
た
と
い
う

話
が
我
が
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
石

碑
は
そ
の
次
の
世
代
に
建
て
ら
れ
た
の
だ
が
、

い
っ
た
い
ど
ん
な
由
縁
が
あ
っ
た
の
か
、
確

か
な
こ
と
は
未
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。

道
の
歴
史
を
考
え
る
と
、
大
正
の
頃
な
ら
、

ま
だ
公
に
天
理
教
を
名
乗
る
の
は
難
し
か
っ

た
は
ず
だ
。
そ
れ
も
あ
っ
て
碑
の
記
録
は
何

処
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
石
に
刻
ま
れ
た
も
の
ほ
ど
確
か
な
証

拠
は
な
い
。
私
は
そ
こ
に
先
人
た
ち
の
確
固

た
る
信
念
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
、
同
時
に

本
当
に
思
い
を
も
っ
て
蒔
か
れ
た
種
は
、
そ

の
時
芽
が
出
な
く
て
も
、
旬
が
来
れ
ば
必
ず

生
え
て
く
る
の
だ
と
、
深
い
感
銘
を
覚
え
た
。

そ
の
後
師
匠
と
の
交
流
が
進
む
と
、
同
時
代

に
発
展
し
た
天
理
教
も
江
州
音
頭
も
、
現
在

に
至
る
時
代
変
化
の
中
、
後
継
者
不
足
な
ど

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
も
つ
こ
と
を
知
り
、
お

互
い
助
け
合
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
意
気
投
合
。
そ
れ
が
湖
東
大
教
会
で
の

江
州
音
頭
祭
の
開
催
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

実
は
、
大
教
会
の
す
ぐ
近
く
の
延
命
公
園

に
は
「
江
州
音
頭
発
祥
の
地
」
と
刻
ま
れ
た

大
き
な
石
碑
も
在
る
。
ま
さ
に
江
州
音
頭
が

八
日
市
で
生
ま
れ
た
証
だ
。
そ
れ
は
教
祖
が

お
つ
と
め
を
教
え
ら
れ
始
め
た
頃
と
重
な
る

と
い
う
興
味
深
い
符
合
も
あ
り
、
ま
た
滋
賀

に
伝
わ
っ
た
教
え
が
近
江
商
人
に
よ
り
全
国

へ
伝
播
し
た
経
緯
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

今
や
湖
東
大
教
会
は
真
鍮
家
一
門
の
練
習
場

に
も
な
っ
て
お
り
、
こ
の
地
域
が
新
時
代
の

江
州
音
頭
発
祥
の
地
と
し
て
、
ま
た
陽
気
ぐ

ら
し
の
一
拠
点
と
し
て
栄
え
る
こ
と
を
祈
り

つ
つ
、
私
も
江
州
音
頭
を
歌
っ
て
い
る
。

♩
コ
リ
ャ
、
ど
っ
こ
い
し
ょ
！

ソ
リ
ャ
、
し
っ
か
り
せ
ぃ
！

１月２６日 午前10時半 教祖140年祭 執行

教区・支部
情報ネット→

師匠(右)と石碑の前で
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大 津 14 10 120 1 1 146 17 7 125 1 1 151 13 9 102 0 0 124 17 8 110 1 4 140 11 8 89 0 2 110
江 ⻄ 21 20 226 4 23 294 22 19 173 0 3 217 17 19 164 1 10 211 20 16 168 2 33 239 20 11 121 1 0 153
江 南 19 8 130 3 2 162 21 8 115 1 1 146 17 10 109 1 3 140 22 9 139 0 9 179 19 8 103 0 4 134
江南北 15 14 204 2 18 253 17 15 204 1 1 238 10 22 245 2 16 295 13 17 219 2 21 272 20 18 229 3 26 296
江 東 17 14 133 0 1 165 17 14 113 0 5 149 23 12 118 3 25 181 20 10 112 1 2 145 18 10 106 0 24 158
江東南 14 6 133 1 9 163 16 6 106 2 2 132 11 4 80 1 1 97 12 8 118 5 13 156 12 5 117 1 3 138
湖 北 21 13 136 1 17 188 23 11 149 1 9 193 18 11 129 4 19 181 21 10 130 0 15 176 20 12 138 0 16 186
⻄ 湖 25 9 100 1 2 137 21 10 108 2 2 143 19 11 101 1 3 135 22 10 85 4 3 124 21 11 93 2 1 128
計 146 94 1182 13 73 1508 154 90 1093 8 24 1369 128 98 1048 13 77 1364 147 88 1081 15 100 1431 141 83 996 7 76 1303

第５回
ようぼく一斉活動日　立場別参加者数

第１回 第２回 第３回 第４回

教会名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 教会名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 教会名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 教会名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回

本部 1 1 嶽東 2 1 中津 9 4 5 7 5 小南部 1

郡山 6 7 4 1 1 島ヶ原 4 5 4 5 2 岐美 3 紀陽 1

兵神 2 2 御津 1 1 1 1 1 中野 8 4 12 11 6 鎭西 17 14 15 19 14

山名 1 城法 15 13 2 16 11 秦野 1 生駒 1

船場 11 9 7 9 7 本島 1 中央 1 中背 31 30 25 34 22
河原町 87 75 97 108 89 淺草 3 南紀 2 2 1 1 網干 1 1 1 1
撫養 4 2 2 2 西陣 6 10 9 8 6 北陸 2 3 6 5 7 本理世 1
東 2 大縣 2 2 2 2 岡 2 1 秋津 1

敷島 17 10 10 11 7 笠岡 3 八木 1 1 1 幅下 4 3 2

日本橋 2 2 2 2 西宮 4 5 4 3 5 防府 2 亀岡 3 3 4 4 4

髙安 10 3 7 4 4 明和 2 2 1 2 伊野 1 1 大原 207 218 198 194 187

南海 15 19 15 17 18 明城 2 4 2 1 3 西 1 4 2 4 1
芦津 8 8 5 1 大江 1 1 1 上之郷 2 2 淀 1

髙知 1 2 1 1 1 旭日 6 2 1 1 東肥 2 2 3 1 栗太 66 54 44 47 47

北 3 3 3 2 3 池田 3 3 2 南 12 12 9 14 10 琵琶 105 96 88 107 103

湖東 162 124 125 109 130 阪東 6 5 4 5 4 山陰 1 1 網島 2 1 2 2 4

甲賀 236 241 204 190 212 蒲生 29 27 23 30 23 東海 1 名張 1 1 1

水口 159 173 166 174 150 日野 35 40 22 27 21 大鳥 3 2 2 2 2 玉江 1 1 1

中河 7 3 2 3 2 朝倉 1 1 神崎 1 天元 1 1

名京 1 1 1 3 佐野原 2 本保 1 吉備 2 3 4 4 4

中和 11 6 5 7 1 梅谷 10 13 16 15 12 本愛 20 19 8 15 17 高宮 15 13 14 10 6

櫻井 7 4 2 3 治道 1 1 本芝 1 1 美昭 1 1

越乃國 5 7 6 4 7 都賀 1 1 山國 6 5 2 3 尚久 1

名東 3 3 3 2 3 川之江 3 4 1 1 京城 9 6 9 6 7 生琉里 5 2 2 2 2

麴町 74 109 164 83 南阿 1 1 1 東神田 1 1 1 1 大和御幸 1

飾東 1 香川 1 東中央 6 3 3 5 3 大阪 2 1 1 1 1
東本 5 5 6 8 7 中紀 1 1 1 1 1 城山 1 1 江州 2 2 2 2

ようぼく一斉活動日　直属教会別参加者集計表（教区管内会場分）
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■
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
集
計
結
果

提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
よ
る
、
過
去
５
回
分
の

参
加
者
数
の
集
計
結
果
で
す
。

参
加
カ
ー
ド
の
控
え
は
、
支
部
に
配
布
い
た
し

ま
し
た
。
各
支
部
の
名
簿
管
理
担
当
者
は
名
簿
デ
ー

タ
に
参
加
者
の
記
録
を
残
す
作
業
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
地
域
活
動
に
と
っ
て
重

要
な
資
料
で
す
の
で
、
個
人
情
報
に
留
意
し
な
が

ら
、
有
効
活
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



立教１８８年（令和７年）１２月２日 滋 賀 第２３７号

- 3 -

本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
教
祖
百
四
十
年
祭

お
ぢ
ば
が
え
り
案
内
」
に
つ
い
て

□
内
統
領
室

年
祭
で
帰
参
さ
れ
る
際
に
必
要

と
思
わ
れ
る
様
々
な
情
報
を
、

「
お
ぢ
ば
が
え
り
案
内
」
（
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）
と
し
て
用
意
し
ま
し

た
。
直
属
か
ら
教
会
に
配
布
さ
れ

ま
す
の
で
、
団
体
の
引
率
等
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
「
教
祖

百
四
十
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

を
一
新
し
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
内
容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
掲

載
し
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

同
時
に
配
布
す
る
「
教
祖
百
四

十
年
祭

お
や
さ
と
マ
ッ
プ
」

（
一
枚
刷
り
）
は
、
帰
参
さ
れ
る

皆
さ
ん
が
持
つ
こ
と
を
想
定
し
て
、

必
要
と
思
わ
れ
る
情
報
を
簡
単
に

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
「
教
祖
百

四
十
年
祭
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
印
刷
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
祭
当
日
は
、
非
常
に

多
く
の
方
が
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
を
使
用
さ
れ
て
、
通

信
状
況
が
悪
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
大
切
な
連
絡
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
、
通
信
機
器

の
不
要
不
急
の
利
用
は
で
き
る
だ
け
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

ダウンロード

リニューアルされた教祖百四十年祭特設ホームページ
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▽
１
月
25
日
、
26
日
の
各
部
署
の
動
き
に
つ
い
て

□
表
統
領
室

年
祭
前
日
か
ら
当
日
に
か
け
て
、
本
部
勤
務
者
の
多
く
が
帰
参

者
の
受
け
入
れ
ひ
の
き
し
ん
を
つ
と
め
る
関
係
か
ら
、
通
常
の
業

務
と
異
な
る
動
き
と
な
る
部
署
や
、
閉
鎖
さ
れ
る
部
署
も
あ
り
ま

す
。
予
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
各
部
署
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▽
近
鉄
団
参
券
の
利
用
規
則
変
更
に
つ
い
て

□
輸
送
部

輸
送
部
販
売
所
の
乗
車
券
発
行
機
更
新
に
伴
い
、
12
月
13
日

（
土
）
の
13
時
か
ら
、
近
鉄
団
参
券
の
有
効
期
限
な
ど
の
利
用
規

則
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
輸
送
部
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
主
な
変
更
点

団
参
券
の
有
効
期
限
は
、
購
入
日
か
ら
翌
月
末

日
ま
で
と
な
り
、
従
来
の
よ
う
に
当
月
分
、
翌
月
分
を
選
択
す
る
方
法
は
廃
止
と

な
り
ま
す
。
払
い
戻
し
は
、
従
来
通
り
有
効
期
限
内
可
能
で
す
。

●
発
行
機
入
れ
替
え
の
た
め
、
販
売
所
は
12
日
か
ら
13
日
の
午
前
中
ま
で
臨
時
休
業

と
な
り
ま
す
。

▽
天
理
婚
活
サ
ポ
ー
ト
「
縁
む
す
」
令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い
て

宮
内
代
表

全
国
の
教
区
か
ら
の
協
力
金
に
て
運
営
さ
れ
て
い
る
、
一
般

社
団
法
人
天
理
婚
活
サ
ポ
ー
ト
「
縁
む
す
」
よ
り
、
令
和
８
年

度
の
予
算
案
と
、
過
去
４
年
間
の
活
動
報
告
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

詳
細
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
確
認
く
だ
さ
い
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
立
教
１
８
８
年
（
第
62
回
）
献
米
団
参

及
び
「
親
里
の
集
い
」
報
告
と
御
礼

11
月
26
日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
、

滋
賀
教
区
の
献
米
に
つ
き
ま
し
て
は
、

管
内
の
皆
様
の
真
実
で
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
新
米
を
、
お
ぢ
ば
に
お
供
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
表
に
て
献
米

数
量
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
約
20
名
の
方
が
搬
入
作
業
に
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
尚
、
ご
本
部
よ
り

御
供
米
を
下
付
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

教
会
２
包
、
布
教
所
１
包
の
割
り
当
て

で
お
配
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
五
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
「
親

里
の
集
い
」
で
は
、
本
部
准
員
で
道
友

社
長
の
諸
井
道
隆
先
生
（
山
名
大
教
会

長
）
を
迎
え
て
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。（

８
ペ
ー
ジ
に
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
あ
り
）

▽
第
５
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
集
計
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

・
「
教
区
・
支
部
情
報
ね
っ
と
」
へ
の
開
催
報
告
と
御
礼
に
つ
い
て

第
５
回
の
開
催
報
告
と
御
礼
を
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
立
教
１
８
９
年
度

年
間
活
動
計
画
書
提
出
の
お
願
い

各
部
、
各
会
に
来
年
度
の
活
動
計
画
書
を
お
配
り
い
た
し
ま
す
。

教
区
提
出
締
め
切
り
は
来
年
２
月
２
日
で
す
。

▽
災
害
復
興
支
援
募
金
に
つ
い
て

滋
賀
教
区
で
は
、
「
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
基
金
」
へ
の
心
寄
せ
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
を
以
て
募
金
活
動
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
終
の
回
収
日
は
12
月
２
日
（
本
日
）
で
す
が
、
ま
だ
お
届
け
い
た
だ
い
て
な
い
場

合
は
、
年
内
に
教
区
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の
後

の
同
基
金
へ
の
募
金
は
、
天
理
教
災
害
対
策
委
員
会
の
開
設
口
座
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▽
年
末
年
始
閉
庁
の
お
知
ら
せ

教
務
支
庁
は
12
月
28
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
立
教
１
８
９
年

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

・
開
催
テ
ー
マ

「
か
し
も
の
・
か
り
も
の
」
を
心
に

一
手
一
つ
に
ひ
の
き
し
ん

・
実
施
要
項
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
（
支
部
用
１
部
）

年祭時の部署団参券規則変更縁むす活動報告

支部名
献米量

(㎏ / 俵)
お供え
（円）

大 津 575 / 9.6 80,000

江 西 1620 / 27.0 10,000

江 南 795 / 13.3 11,000

江南北 1235 / 20.6 15,000

江 東 1045 / 17.4 45,000

江東南 761 / 12.7 0

湖 北 1030 / 17.2 25,000

西 湖 930 / 15.5 0

合計 7991 /133.2 186,000

昨年 8744 /145.7 129,000

支
部
名

教
会
長

布
教
所
長

よ
う
ぼ
く

少
年
会
員

そ
の
他

合
計

大 津 6 1 18 25

江 西 8 1 26 2 1 38

江 南 12 4 52 2 70

江南北 6 9 35 50

江 東 3 3 12 18

江東南 2 1 12 15

湖 北 6 1 8 15

西 湖 7 10 17

計 50 20 173 4 1 248
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・
実
施
計
画
書
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
（
昨
年
実
施
会
場
数
＋
一
部
）

〇
大
津

３
部

〇
江
西

７
部

〇
江
南

６
部

〇
江
南
北

３
部

〇
江
東

４
部

〇
江
東
南

４
部

〇
湖
北

２
部

〇
西
湖

３
部

・
チ
ラ
シ
と
参
加
カ
ー
ド
の
申
込
み
に
つ
い
て

●
申
込
書
提
出
締
切
り

12
月
10
日
（
水
）

各
支
部
へ
配
布
の
申
込
書
に
て
教
務
支
庁
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・
実
施
計
画
の
提
出
に
つ
い
て

●
提
出
締
切
り

立
教
１
８
９
年
２
月
26
日
（
木
）

実
施
計
画
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
「
実

施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
、
実
施
会
場
ご
と
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

☆
『
陽
気
ぐ
ら
し
と
は
ー
上
田
嘉
太
郎

講
話
集
ー
』
上
田
嘉
太
郎
著
（
再
掲
）

11
月
26
日
発
売

定
価

１
８
７
０
円
（
税
込
）

☆
『
祭
文
作
例
集
』

再
販
（
祭
儀
式
変
更
に
伴
う
改
編
）

11
月
26
日
発
売

定
価

６
６
０
円
（
税
込
）

☆
『
お
や
の
ぬ
く
み
䢣
教
祖
ゆ
か
り
の
も
の
・
と
こ
ろ
』

教
祖
１
４
０
年
祭
記
念
出
版

２
月
１
日
発
売

定
価

未
定

※
読
書
会
定
期
配
本

☆
『
朗
読

稿
本
天
理
教
教
祖
伝
』

道
友
社
編

拝
聴
し
て
味
わ
う
『
教
祖
伝
』
Ｃ
Ｄ
６
枚
組

１
月
26
日
発
売

定
価

２
２
０
０
円
（
税
込
）

▽
『
天
理
時
報
』
発
行
体
制
の
変
更
に
つ
い
て

発
行
部
数
の
減
少
と
共
に
原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
今
後
も
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
的
に
発
行
し
、
か
つ
新
た
な
購
読
者
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
、
立
教
１
９

０
年
４
月
５
日
号
よ
り
、
以
下
の
点
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

・
毎
週
発
行
か
ら
月
２
回
、
年
間
24
回
に

・
紙
面
を
８
面
か
ら
12
面
に
増
加

・
購
読
料
を
一
年
３
８
４
０
円
、
半
年
１
９
２
０
円
、

店
頭
販
売
価
格
１
０
０
円

■教務部

「宗教法人実務研修会」 開催報告

去る１１月３日、教

務部（竹下部長）は教

務支庁を会場に「宗教

法人実務研修会」を開

催。29名が参加した。

当日は、本部宗教法

人課より諸井政博先生

を講師としてお迎えし、

宗教法人の基礎知識、

備付書類と提出書類、

会計・税務について説

明を受けるとともに、

昨今の宗教法人の実情

や、本来宗教法人とし

てしなければならない

こと、知っておかねば

ならないことを、詳し

く聞かせて頂いた。

発行体制変更
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▽
支
部
社
友
の
皆
様
へ

訃
報
の
記
事
の
投
稿
の
際
に
、
告
別
式
の
日
取
り
が
分
か
れ
ば
、
同
時
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

▽
「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
２
１
号
・
５
２
２
号
発
行

「
グ
ラ
フ
天
理
」
５
２
１
号
（
秋
季
大
祭
）
・
５
２
２
号
（
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動

日
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
本
日
（
12
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
11
月
献
血
実
績
（
10
／
21
～
11
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

１
名

江
南
北

４
名

★
合

計

江

東

３
名

成

分

４
名

☆
血
液
バ
ス

４
０
０
㎖

６
名

江
東
南

１
名

西

湖

１
名

今
月
も
大
変
な
中
、
大
勢
の
方
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
う
か
来
年
も
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
12
月
（
11
月
27
日
）

西
湖
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
２
月
（
期
日
未
定
）

江
南
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
吉
岡
委
員
長
・
・

▽

今
年
の
活
動
の
御
礼

本
年
は
、
青
年
会
が
新
体
制
と
な
っ
て
初
め
て
の
一
年
目
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
様
々
な
活
動
を
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
々
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
配
信
活
動
、
毎
月
の
例
会
活
動
、
お
ぢ
ば
へ
の
伏
せ
込
み

活
動
を
通
し
て
、
横
の
つ
な
が
り
を
広
げ
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
活
動
へ
の
可

能
性
の
広
が
り
も
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
年
間
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■献血推進委員会

「献血推進研修会」 開催報告
去る１１月９日、献血推進委員会（竹下委員長）は教務支庁を会場に「献血推進研修会」を開

催。２１名が参加した。今回の研修会では、若い人たちに献血の必要性、献血への参加を促すと

いう趣旨のもと、青年会・学生会・女子青年の方々を対象に、赤十字血液センターより講師を迎

え、お話やビデオを通して講義を頂いた。研修会終了後、懇親会を通して、血液センターの方を

含め親睦を図ることができた。
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誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少
年
会

・
・
藤
橋
団
長
・
・

▽
立
教
１
８
９
年

お
年
玉
教
材
に
つ
い
て
（
再
掲
）

「
ほ
ん
わ
か
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」

頒
価
３
３
０
円
（
税
込
）

※
詳
細
は
、
先
々
月
に
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
の
ご
案
内

・
日

時

３
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
集
合

午
前
９
時
30
分

開
講

・
場

所

滋
賀
教
務
支
庁

滋
賀
県
立
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

・
内

容

鳴
物
練
習

ス
ケ
ー
ト

※
詳
細
は
教
区
報
１
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

大
学
の
部
」
募
集
案
内
（
再
掲
）

・
期

間

令
和
８
年
３
月
４
日
（
水
）
～
８
日
（
日
）

・
定

員

７
０
０
名

・
申
込
締
切

令
和
８
年
２
月
15
日
（
日
）

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
」
募
集
案
内
（
再
掲
）

・
期

間

令
和
８
年
３
月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
）

・
定

員

４
０
０
名

・
申
込
締
切

令
和
８
年
２
月
15
日
（
日
）

学修大学要項学修高卒要項

布教月報

道友社報

情報ねっと

学生担当者報

ＱＲ
コーナー

■
婦
人
会
江
南
北
支
部

10
月
７
日
、
婦
人
会
江
南
北

支
部
は
「
お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
ひ

の
き
し
ん
」
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
数
は
、
婦
人

会
員
38
名
（
内
委
員
部
長
10
名
）
そ
の
他
７
名
計
45
名
で
し
た
。
当
日
は
９
時
30
分

に
神
殿
南
礼
拝
場
に
集
合
し
、
お
つ
と
め
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、
お
茶

所
周
辺
の
除
草
作
業
・
落
ち
葉
か
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く

の
会
員
さ
ん
に
お
ぢ
ば
に
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

多
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

立
教
１
８
８
年

滋
賀
教
区
婦
人
会

お
ぢ
ば
伏
せ
込
み
ひ
の
き
し
ん
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11月26日 滋賀教区献米団参 ＆ 親里の集い 開催

炊事本部での搬入作業会場（五講堂）入口の受付

記念講演に登壇された諸井先生

親里の集い会場（五講堂）のようす
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Ｊ
Ｒ
油
日
駅
か
ら
南
西
に
1
キ
ロ
、
の
ど

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
所
に
近
東
分
教
会
が

あ
る
。

近
東
分
教
会
の
道
は
、
明
治
21
年
頃
、
油

日
村
田
堵
野
の
島
本
惣
七
が
、
辻
富
治
郎
、

西
澤
樫
郎
ら
数
名
と
と
も
に
講
社
を
結
成
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
明
治
30
年
に

講
元
で
あ
っ
た
島
本
惣
七
が
水
口
支
教
会
へ

移
る
こ
と
と
な
り
、
西
澤
樫
郎
が
講
元
を
引

き
継
い
で
、
講
名
を
「
和
田
講
社
」
と
し
た
。

こ
の
と
き
、
教
会
の
認
可
を
受
け
て
い
な

い
和
田
講
社
に
御
目
標
様
は
な
か
っ
た
。
や

が
て
各
地
に
信
者
が
増
え
、
教
勢
が
伸
展
し

て
き
た
大
正
４
年
頃
、
信
仰
の
目
標
の
必
要

性
か
ら
、
集
会
所
の
建
設
に
取
り
掛
か
り
、

大
正
６
年
に
竣
工
。
大
正
10
年
に
は
、
本
部

よ
り
倍
加
運
動
が
提
唱
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り

教
会
設
立
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。

こ
の
頃
、
甲
賀
郡
大
原
村
上
田
の
大
原
講

社
及
び
中
村
講
社
に
も
同
様
に
教
会
設
立
の

動
き
が
あ
っ
た
が
、
大
原
講
社
に
は
教
会
に

ふ
さ
わ
し
い
建
物
が
な
く
、
和
田
講
社
に
対

し
て
建
築
物
貸
与
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
相
談
の
結
果
、
和
田
講
社
の
幹
部

た
ち
は
、
貸
与
を
見
合
わ
せ
た
。

こ
の
難
局
に
対
し
、
水

口
支
教
会
の
命
で
、
和
田

講
社
は
大
原
講
社
と
合
併

の
上
、
教
会
名
称
を
「
近

東
宣
教
所
」
と
し
、
同
支

教
会
役
員
で
あ
っ
た
山
下

喜
久
を
初
代
所
長
に
迎
え

て
、
教
会
設
立
を
本
部
に

願
い
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
山
下
喜
久
所

長
の
下
に
両
講
社
が
合
併

し
、
近
東
宣
教
所
と
し
て

月
次
祭
祭
典
を
勤
め
て
い
た
が
、
信
者
の
増

加
に
伴
い
、
建
物
が
手
狭
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
大
原
講
社
は
中
村
講
社
を
集
会
所
と
し
、

名
称
を
「
淡
海
宣
教
所
」
と
し
て
認
可
を
受

け
、
両
講
社
は
分
離
し
た
。

こ
う
し
て
幾
つ
か
の
講
社
間
に
起
き
た
合

併
・
分
離
の
事
情
を
収
め
、
近
東
宣
教
所
に

多
大
な
功
績
を
残
し
た
初
代
所
長
山
下
喜
久

は
、
そ
の
在
任
期
間
５
年
余
り
を
経
て
水
口

支
教
会
へ
戻
る
こ
と
と
な
り
、
後
任
に
西
澤

喜
代
三
郎
が
任
命
さ
れ
た
。

喜
代
三
郎
は
、
西
澤
樫
郎
の
長
男
で
、
早

く
か
ら
教
理
を
学
び
、
41
歳
で
初
代
会
長
の

後
を
継
い
だ
。
ま
た
、
水
口
大
教
会
役
員
を

兼
務
し
、
40
年
有
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
道

一
条
で
通
っ
た
が
、
持
病

の
喘
息
の
症
状
が
悪
化
し
、

二
カ
月
ほ
ど
療
養
す
る
も

昭
和
42
年
７
月
に
出
直
し

た
。喜

代
三
郎
の
長
男
治
郎

は
、
会
長
を
助
け
て
教
会

生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、

昭
和
37
年
２
月
、
長
男
を

残
し
て
三
重
県
四
日
市
へ

と
移
っ
た
。
ど
の
よ
う
な

経
緯
が
あ
っ
た
も
の
か
、

こ
の
間
の
事
情
は
不
詳
で
あ
る
。

そ
の
後
、
昭
和
43
年
３
月
に
近
東
分
教
会

三
代
会
長
と
し
て
、
山
下
正
喜
が
就
任
、
昭

和
49
年
頃
か
ら
正
喜
は
教
会
移
転
建
築
に
力

を
注
い
だ
。

一
旦
教
会
を
離
れ
た
治
郎
で
あ
っ
た
が
、

後
継
者
の
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
志
半
ば
で

教
会
を
出
た
親
不
孝
者
と
い
う
自
責
の
念
と
、

「
何
と
し
て
も
教
会
移
転
ふ
し
ん
の
お
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
再
び
教
会
へ

戻
り
、
移
転
建
築
の
御
用
に
尽
力
。
昭
和
51

年
12
月
に
移
転
ふ
し
ん
は
完
成
し
た
。

平
成
９
年
５
月
、
正
喜
は
病
気
療
養
中
の

た
め
、
妻
悦
子
が
四
代
会
長
を
拝
命
。
そ
の

後
、
平
成
13
年
12
月
悦
子
の
出
直
し
に
伴
い
、

翌
平
成
14
年
５
月
、
長
男
隆
が
五
代
会
長
に

就
任
す
る
。
隆
は
、
平
成
20
年
４
月
に
脳
出

血
の
身
上
を
お
手
入
れ
を
頂
く
も
、
大
勢
の

方
々
の
お
さ
づ
け
と
お
願
い
づ
と
め
の
お
陰

に
よ
り
一
命
を
と
り
と
め
、
左
半
身
麻
痺
が

残
る
も
杖
で
歩
け
る
ま
で
に
ご
守
護
頂
い
た
。

大
教
会
住
込
み
役
員
と
し
て
御
用
を
勤
め
る

傍
ら
、
日
々
教
会
へ
も
足
を
運
び
、
信
者
の

丹
精
に
つ
と
め
て
い
る
。

「
こ
の
旬
に
、
次
男
の
裕
磨
が
自
身
の
身
上

を
救
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
教
会
長
後
継
の
意

思
を
固
め
て
く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し

い
。
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
け
て
、
理
の
親

に
素
直
に
、
毎
日
明
る
く
元
気
に
通
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
喜
び
い
っ
ぱ
い
に
語
る

隆
会
長
夫
妻
で
あ
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№123

近
東
分
教
会
（
水
口
・
江
南
支
部
）

き

ん

と

う
会
長

山
下

隆

住
所

甲
賀
市
甲
賀
町
和
田
一
〇
九
三
番
地

山下会⻑夫妻
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１１月 教区日誌 １２月 行事予定

／１ 布教部例会
／２ 主事会、役員会、婦人会例会

第２回地方委員会
／４ 視察（任命）姉川北分教会

啓発委員会 10:00
／６ 天理教滋賀里親会役員会 16:00
／25 教区長会議（38母屋）15:00

布教所関係

▽布教所名・住所・所長変更

・義宮布教所（旧名称 甲賀大宮）
よ し みや

［甲賀 甲浪 江南］（旧住所 大阪）
こ う なみ

新所長 中村 知次
な か むら と も つぐ

・高知 正子 氏［西 大津］
こ う ち ま さ こ

８７歳 船町分教会長
ふ な まち

１０月１２日 出直されました

訃 報

◇12月開庁時間 午前９時～午後４時
◇12月閉庁日 14日 22日 23日 25日 26日
◇年末年始閉庁日 12月28日～1月3日
（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

第５回 ようぼく一斉活動日
１日 江南・江南北・江東・江東南
２日 大津・江西・湖北・西湖

／３ 主事会、役員会、婦人会例会
宗教法人実務研修会

／９ 献血推進研修会
／14 教会探訪ルポ取材 甲大分教会
／25 学生担当者大会（第二食堂）

おやさと研修会（南右第二棟）
（ようぼく民生児童委員連盟）

教区長会議（38母屋）16:00
／26 第62回 滋賀教区献米団参・親里の集い
／27 庁舎清掃ひのきしん 西湖支部
／28 少年会例会 10:00
／29 広報委員会 14:00 ▽任命願

・姉川北分教会［大原 湖北］
あ ねが わき た

後任者 西田 大
に し だ だ い

就任奉告祭 ３月１４日
受理日 １１月２４日

事情願書

内 容 ： 教祖ゆかりの品、写真パネルの展示など

開催期日 ： 立教188年：12月6日㈯・7日㈰・13日㈯・14日㈰・20日㈯・21日㈰・25日㈭・26日㈮

： 立教189年：1月24日㈯・25日㈰・26日㈪・27日㈫

時 間 ： 午前10時より午後3時まで

場 所 ： 南右第２棟


